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１．概要 
１．１目的 
 町内全域の空き家の現状を把握し、良好な住環境を維持保全していくための対策を検討する際の基礎資料とする。 
 
１．２調査にかかる作業フロー      ○調査手法の検討 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○報告書作成 
 
２．１調査の準備 
 事前調査 
事前調査は、町内全域１５１地区（９０７２世帯）のうち公営住宅や集合住宅の地区を除く１４１地区（８７１２世帯）の自治会 
（各区長）宛てに調査協力を依頼。 
 
［本調査での空き家の定義］          
空き家とは「人の住んでいない住宅」で、 
 ○諸事情により長期不在となっている住宅 
 ○不定期に使う二次的住宅 
 ○売却用の住宅 
 ○賃貸用の住宅  

 
［事前調査での自治会への依頼内容］        
○住宅地図への記入項目  
・空き家の場所に通し番号 
・通し番号毎に ａ. 所有者 

ｂ. 何年前から空き家か 
ｃ. 所有者の連絡先 
（住所・電話番号等） 

          
 
 

①事前調査 
・町内全自治会(区長)に 
空き家の位置図等作成依頼 

・調査地区の概要整理 
・町内全域空き家位置図作成 

②現地調査 
・現地調査（調査員による外観調査） 
 外観からの危険度判定など 

③アンケート調査 
・アンケート調査（所有者への意向調査） 
今後の活用や、除却の予定など 



２．２現地調査 （空き家の特定・外観等の調査は事前調査により把握できた３８０棟を対象に実施） 
・調査項目   

空き家判定指標   外観 表札の有無 雨戸の状態 電気メーター 郵便受け 
近隣での確認事項  近隣住民からの聞き取り  
対象物の区分    建て方 構造 階数 
建物の状況     外壁 玄関  
敷地の状況     門扉 堀 雑草の繁茂  
危険度判定     外壁の剥がれ、屋根瓦の剥がれ、窓ガラス、塀の傾き、建物傾き 
周辺環境      接道状況 募集状況 
現況写真      近景・遠景の写真 

 現地調査用の調査票                          現地調査時に投函した調査案内 
この家屋について 
空き家実態調査（外観調査）をさせていただ

きました。 
平成２５年 月 日  午前・午後  時 
空き家実態調査についてのお問い合わせは、 

立山町建設課 建築住宅係 
０７６－４６２－９９７６ 
までお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
２．３アンケート調査（所有者への意向アンケート 外観調査により長期不在と判定し、所有者が確認できた２８４棟の所有者に送付 
・ご協力依頼と記入について（A4 用紙１部）                          回答いただいたのは１５０名） 
・調査票（A4 用紙表裏１部） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各一部ずつ所有者に発送 

空き家調査票 調査日　　月　　日　地区：　　　　　　　　No.    

外 観 1. 空き家（住人の気配がない） 2. 判断できない

表 札 1. 無し 2. 有り

雨 戸 1. 全部締切り　　　　 2. 一部締切り 3. 締切り無し

電気メーター 1. 動いていない 2. 動いている

1. 塞がれている 2. 郵便物等が溜まっている

3. 郵便物等は溜まっていない

1. 近隣に問い合わせ空き家を確認

2. 近隣に問い合わせたが不明

1. 一戸建 2. 長屋建

3. 共同住宅 4. その他（　　　　　　　　　　　　　）

構 造 1. 木造 2. 非木造（鉄骨造　鉄筋コンクリート造）

1. 1階建　　　　　　　　2. 2階建 3. 3階建

4. 4階建以上　　　　　　　 

外 壁 1. 汚れが目立つ 2. ほとんど汚れていない

1. 侵入防止の措置等がない（扉が開いている）

2. 侵入防止の措置等がある（施錠されている）

門 扉 1. 有 2. 無

塀 1. 有 2. 無

雑草の繁茂 1. 手入れ有り 2. 手入れ無し

判 定 総合判定

1. 外壁の破損、崩れがみられる     A  B  C  D

2. 屋根の瓦やトタン板等に剥がれがみられる     A  B  C  D

3. 窓ガラスに破損がみられる     A  B  C  D

4. 塀が傾いている     A  B  C  D

5. 建物が傾いている     A  B  C  D

1. 2m未満 2. 2～3m

3. 4m以上 4. その他（　　　　　　　　　　　　　）

募集状況 1. 有 2. 無

損害割合 A ： 20％未満
B ： 20％以上40％未満
C ： 40％以上50％未満
D ： 50％以上
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３．調査結果 

①空き家と見られる家屋の報告（自治会協力）         ３８０棟 

②外観調査により長期不在と見られ、所有者が特定できた家屋  ２８４棟確認 

③所有者の意向調査アンケート                １５０名回答 

 ・賃貸売買情報の利用について 

利用する、詳細を確認のうえ判断するとした所有者       ７８名 

利用しないとした所有者                   ５６名 

  分からない                         １６名 

 

・アンケートが発送できない、あるいは回収できなかったことから 

所有者が不明、所有者の意向を確認できなかった空き家    １３４棟 

 

・外観調査により居住には大規模な改修が必要と思われる家屋   ２８棟 

そのうち所有者の意向が確認できた家屋            １１棟 

所有者不明あるいは所有者の意向を確認できない家屋      １７棟 

※道路に近接する家屋（第三者へ危害を及ぼす懸念など）      ５棟 

 

４．考察 

 空き家は、その保存状態、あるいは所有者の意向が千差万別であり、その対応については、慎重に検討する必要がある。 
  特に、所有者不明等、所有者の意向を確認できなかった空き家について、所有者を調査する手法も含めた取り扱いを慎

重に検討することが求められる。 
 なお、居住には大規模な修繕が必要と思われる家屋で、かつ道路に近接するものは、倒壊等により第三者へ危害を及ぼ

す、あるいは公益を損なう危険性があることから、道路パトロールにおいて、注意することが求められる。 
５．１空き家分布図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


